
ＡＤ４４０１キャリブレーション調整

１．キャリブレーションの種類

1-1実負荷校正
　　・ゼロ校正.･･･分銅を載せない状態で設定キーを押し設定をします。
　　・ｽﾊﾟﾝ校正･･･分銅を載せ、載せた分銅値をキー入力をして設定をします
　　　※実負荷校正に入ると、風袋値、ゼロ補正は自動的にクリアされます。

1-2デジタルキャリブレーション
　　　ゼロ点及びｽﾊﾟﾝの調整に分銅を使用せず、ロードセル出力mV/Vを
　　　をｷｰ入力を行う校正です。CALF-15、16、17で設定を行います。
　　・ゼロ校正.･･･CALF-15、ゼロ点のロードセル出力をmV/Vでｷｰ入力。（通常ゼロ点は実負荷校正を行います）
　　・ｽﾊﾟﾝ校正･･･CALF-16、（ひょう量荷重時のロードセル出力ーゼロ点
　　　　　　　　　　　　　　　のロードセル出力）をmV/Vをｷｰ入力
　　・ｽﾊﾟﾝ重量値･･･CALF-17、CALF-16に対する表示重量値をｷｰ入力。

※デジタルキャリブレーションは、ロードセル容量及びロードセル定格より
　計算された値となります。干渉物が有る場合は目安して使用して下さい。
※万一の故障の場合、CALF-15、16、17を別AD4401に入力頂くことにより
　1/500の精度で使用可能です。

　



２．実分銅校正

2.1-1CAL　Fncの設定を行って下さい。
　　　　　 CAF-03　目量　最小の表示が１ずつ変化か２ずつの変化
　　　　　　　　　　　　　5､10、･･の設定です。
　　　　　 CAL-04　ひょう量　計量器のひょう量です。ひょう量+9目盛で
　　　　　　　　　　表示ﾌﾞﾗﾝｸになります。
　　　※CALF-04/CALF-03は16000以内の設定として下さい。
　　　　　　
　　　※CALF-02　小数点　は後で任意に設定出来ます。又その他の設定は
　　　　実分銅校正後に設定頂いても問題はありません。
　　　　

2.1-2取扱説明を参照し実行下さい



3.デジタルキャリブレーション

3.1-1CAL　Fncの設定を行って下さい。
　　　　　 CALF-03　目量　最小の表示が１ずつ変化か２ずつの変化
　　　　　　　　　　　　　5､10、･･の設定です。
　　　　　 CALF-04　ひょう量　計量器のひょう量です。ひょう量+9目盛で
　　　　　　　　　　 表示ﾌﾞﾗﾝｸになります。
　　　※CALF-04/CALF-03は16000以内の設定として下さい。
　　　　　　
　　　※CALF-02　小数点　は後で任意に設定出来ます。又その他の設定は
　　　　実分銅校正後に設定頂いても問題はありません

①ﾛｰﾄﾞｾﾙ容量　　　　　　 500kg×3
②ﾛｰﾄﾞｾﾙ定格　　　 　　　 2mV/V
③ﾎｯﾊﾟ-付属荷重 　　　　　200kg
④AD4401ひょう量　　　　 500kg
⑤AD4401目量　　　　　　 0.1kg
以上条件にて。

3.1-2CAL　Fncの設定
　　　　　 CALF-03　＝１
　　　　　 CALF-04　＝5000
　　　　　 CALF-02   ＝１

3.1-3。ﾛｰﾄﾞｾﾙゼロ点、スパン電圧
　　ﾛｰﾄﾞｾﾙ定格は3個使いの為　500kg×3　⑥1500kg＝2mV/V
ⅰ）ゼロ点電圧mV/V　③200kg/⑥1500kg＊②2mV/V＝0.266666mV/V　
ⅰ）ゼロ点電圧mV/V　④500kg/⑥1500kg＊②2mV/V＝0.666666mV/V　　
　　　　

3.1-4CAL　Fncの設定CALF-15、16、17
　　　　　 CALF-15　＝ 0.266666
　　　　　 CALF-16　＝ 0.666666
　　　　　 CALF-17   ＝ 5000
※この時、目量がO.3μV以上であることを確認しておいて下さい。
　0.666666×10/5000＝0.0013mV　ですので　1.3μVですので 干渉がなければ計算上は問題はありません。
　但し1/5000と高分解能ですので。正確に計量する為には実負荷校正をお勧めいたします。　　


